評価の観点と評価規準　4年（平成21年度）
	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	1

円

と

球
	
	Ａ
	円や球に関心をもち，身のまわりからそれらの特徴を生かしているものを進んで調べようとしている。
	円と球との関連に気づき，それらの共通する性質について考えることができる。
	円の性質を生かして正確に円や円を使った模様をかいたり，球の性質を生かして正確に直径を測ったりすることができる。
	円や球の性質について，基本的事項を関連させながら理解している。　



	
	
	Ｂ
	コンパスを使って円や円を使った模様を描いたり，球を切ったり球の直径を測ったりしている。
	円のいろいろなかき方を考えたり，球の直径の測り方を考えたりすることができる。
	コンパスを使って円や円を使った模様をかいたり，球の直径を測ったりすることができる。
	円や球の性質と基本的事項(中心，半径，直径)を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	コンパスを使って進んで5㎝の長さを写し取ろうとしたり，やり方を説明しようとする。
	円は一点から等しい距離にある点であることから，ボールをゴールに入れるための方法を考えることができる。
	コンパスを使って5㎝の長さを写し取って，ボールをゴールに入れることが手際よくできる。
	円の性質を理解して，円の性質と関連づけて「サッカーゲーム」に利用することができる。

	
	
	Ｂ
	コンパスを使って進んで5㎝の長さを写し取ろうとしている。
	ボールをゴールに入れるための方法を円の性質を用いて考えることができる。
	コンパスを使って半径5㎝の円をかくことができる。
	円の性質を理解して，それを使って「サッカーゲーム」に利用することができる。

	
	ジャンプ
	Ａ
	円の性質を用いて宝のありかを他の場合もみつけようとする。
	円は一点から等しい距離にある点であることから，宝のありかのみつけ方を考えることができる。
	円の性質を用いて「宝さがし」が手際よくできる。
	円の性質を理解して，円の性質と関連づけて「宝さがし」に利用する｡

	
	
	Ｂ
	円の性質を用いて宝のありかをみつけようとする。
	宝のありかのみつけ方を円の性質を用いて考えることができる。
	コンパスを使って半径3㎝，6㎝，7㎝の円をかくことができる。
	円の性質を理解して，それを使って「宝さがし」に利用する｡

	答

え

が

何

十

・

何

百

に

な

る

わ

り

算
	
	Ａ
	おかねの操作などを用いて，基礎的な計算を暗算で行おうとし，それを説明しようとする。
	既習の計算方法を基にして，(何十)÷(1けた)の計算を筋道立てて考えることができる。
	(何十)÷(1けた)，(何百何十)÷(1けた)で，商が1桁のわり算の暗算が確実にできる。
	(何十)÷(1けた)，(何百何十)÷(1けた)で，商が1桁のわり算の暗算の仕方とその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	おかねの操作などを用いて，基礎的な計算を暗算で行おうとする。
	十円玉の絵を見て，(何十)÷(1けた)の計算を考えることができる。
	(何十)÷(1けた)，(何百何十)÷(1けた)で，商が1桁のわり算の暗算ができる。
	(何十)÷(1けた)，(何百何十)÷(1けた)で，商が1桁のわり算の暗算の仕方を理解している。

	2

1

け

た

で

わ

る

わ

り

算

の

筆

算
	①(2けた)÷(1けた)の筆算
	Ａ
	色紙や既習の計算を使って筆算の仕方を考えようとし，それを説明しようとする。
	色紙を配る操作や既習の計算を基にして筆算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算と答えの確かめが手際よくできる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算の仕方を理解し，(わる数)×(商)＋(余り)＝(わられる数)の関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	色紙や既習の計算を使って筆算の仕方を考えようとする。
	色紙を配る操作や既習の計算を基にして筆算の仕方を考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算ができ，(わる数)×(商)＋(余り)＝(わられる数)という式を見て答えの確かめができる。
	(2桁)÷(1桁)のわり算の筆算の仕方を理解し，(わる数)×(商)＋(余り)＝(わられる数)で答えが確かめられることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	②(3けた)÷(1けた)の筆算
	Ａ
	色紙や既習の計算を使って筆算の仕方を考えようとし，それを説明しようとする。
	色紙を配る操作や既習の計算を使って筆算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	(3桁)÷(1桁)のわり算の筆算が確実にでき，答えの確かめもできる。
	(3桁)÷(1桁)の筆算の仕方とその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	色紙や既習の計算を使って筆算の仕方を考えようとする。
	色紙を配る操作や既習の計算を使って筆算の仕方を考えることができる。
	(3桁)÷(1桁)のわり算の筆算ができる。
	(3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を理解している。

	
	③暗算
	Ａ
	簡単な計算を進んで暗算で行おうとする。
	乗法九九を使ってわり算の暗算を筋道立てて考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)の商が2桁になる暗算が確実にできる。
	(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる暗算の仕方とその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な計算は暗算で行おうとする。
	乗法九九を使ったわり算の仕方から考えることができる。
	(2桁)÷(1桁)の商が2桁になる暗算ができる。
	(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる暗算の仕方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	商の立つ位置や空位のある場合を意識して進んで問題を解こうとしている。
	商の位や空位のある場合についてわり算の筆算の仕方を筋道立てて考えることができる。
	わり算の筆算が確実にできる。
	わり算の筆算の仕方とその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで問題を解こうとしている。
	商の位や空位のある場合についてわり算の筆算の仕方を考えることができる。
	わり算の筆算ができる。
	わり算の筆算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	(3けた)÷(1けた)を基にして，4けたや5けたをわるわり算の計算の仕方を考えようとする。
	(3けた)÷(1けた)を基にして，4けたや5けたをわるわり算の計算の仕方を考えることができる。
	4けたや5けたをわるわり算の計算が確実にできる。
	4けたや5けたをわるわり算の計算の仕方について，理解している。

	
	
	Ｂ
	(3けた)÷(1けた)を基にして，4けたをわるわり算の計算の仕方を考えようとする。
	(3けた)÷(1けた)を基にして，4けたをわるわり算の計算の仕方を考えることができる。
	4けたや5けたをわるわり算の計算ができる。
	4けたをわるわり算の計算の仕方について，2けた，3けたをわる計算方法を基に理解している。

	3

一

億

を

こ

え

る

数
	①億と兆
	Ａ
	大きな数に関心を持ち，考えたことや気づいたことを進んで説明しようとする。
	大きな数の表し方を，十進位取り記数法を基にして億や兆を用いて考えることができる。
	大きな数を億や兆を用いて十進位取り記数法を基に書き表すことができる。
	億や兆の単位を知り，整数が十進位取り記数法によって表されることを理解している。

	
	
	Ｂ
	大きな数に関心を持ち，身近な事象を大きな数で表現しようとする。
	大きな数の表し方を，億や兆を用いて既習の具体的な数を基にして考えることができる。
	大きな数を億や兆を用いて読んだり，書き表したりすることができる。
	億や兆の単位を知り，その整数のよみ方や書き方を理解している。

	
	②大きな数のしくみ
	Ａ
	大きな数のしくみについて既習の数のしくみと関連づけて考えようとする。
	大きな数のしくみを，十進位取り記数法を基に筋道立てて考えることができる。
	末尾に0がついたり万を単位にした大きな数のかけ算の計算が確実にできる。
	10倍したり，10でわったりすることによって位が移動することとその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	大きな数のしくみについて考えようとする。
	大きな数のしくみを，億や兆を用いて十進位取り記数法を基に考えることができる。
	末尾に0がついたり万を単位にした大きな数のかけ算ができる。
	10倍したり，10でわったりすることによって位が移動することを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ステップ
	Ａ
	大きな数に興味を持ち，気づいたことを進んで説明しようとする。
	大きな数を億や兆を用いて十進位取り記数法を基に表し方を考えることができる。
	大きな数を億や兆を用いて確実に読むことができる。
	整数が十進位取り記数法によって表されることを理解している。

	
	
	Ｂ
	表に書かれてある大きな数に興味を持ち，その数を読もうとする。
	大きな数を億や兆を用いて表し方を考えることができる。
	大きな数を億や兆を用いて読むことができる。
	億や兆の位に及ぶ整数のよみ方や書き方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	数の大きさについて，高さに置き換えることに興味を持ち，いろいろな場合を考えようとする。
	1億をこえるいろいろな数の相対的な大きさを，実際の高さに置き換えて考えることができる。
	1万円札100枚を1㎝で表した時，いろいろな金額を高さに置き換えることができる。
	数の大きさについて，高さに置き換えて，量感を確実に身につけている。

	
	
	Ｂ
	数の大きさについて，高さに置き換えることに興味を持つ。
	1億や1兆の相対的な大きさを，実際の長さに置き換えて考えることができる。
	1万円札100枚を1㎝で表した時，1億や1兆という金額を高さに置き換えることができる。
	数の大きさについて，高さに置き換えて，量感を身につけている。

	4

折

れ

線

グ

ラ

フ
	①変わり方を表すグラフ
	Ａ
	折れ線グラフから変化の特徴や傾向をいくつもよみとろうとする。
	折れ線グラフについて，グラフの傾きから変化の様子を考え，いろいろな考察をすることができる。
	折れ線グラフについて変化の様子を統計的に推測するなどしてよみとることができる。
	グラフの傾きから変化の様子のよみとり方を理解している。

	
	
	Ｂ
	折れ線グラフから変化の特徴や傾向をよみとろうとする。
	折れ線グラフについて，グラフの傾きから変化の様子を考えることができる。
	折れ線グラフについて変化の様子をよみとることができる。
	グラフの傾きから変化の様子をよみとり方を理解している。

	
	②折れ線グラフのかき方
	Ａ
	変化の様子を折れ線グラフに表し，変化の特徴や傾向をいくつも調べようとする。
	資料を折れ線グラフに表して，そこから傾向を筋道立てて考えることができる。
	表をよみとり，折れ線グラフに手際よくかくことができる。
	表から折れ線グラフをかき，途中省略の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	変化の様子を折れ線グラフに表し，変化の様子を調べようとする。
	資料を折れ線グラフに表して，そこから傾向を考えることができる。
	表をよみとり，折れ線グラフにかくことができる。
	表から折れ線グラフをかくときのかき方を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	ひまわりの伸び方の特徴をとらえて気づいたことを説明しようとする。
	ひまわりの高さを折れ線グラフに表し，グラフの傾きから変化の様子をいくつかよみとることができる。
	ひまわりの高さを表した表をよみとり，折れ線グラフに手際よくかくことができる。
	表から折れ線グラフをかき，その特徴を調べることを理解している。

	
	
	Ｂ
	ひまわりの伸び方に関心をもち，いちばん大きい部分を進んで説明しようとする。
	ひまわりの高さを折れ線グラフに表し，変化の様子を自分なりにいくつかよみとることができる。
	ひまわりの高さを表した表をよみとり，折れ線グラフにかくことができる。
	表から折れ線グラフをかくときのかき方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	身のまわりから棒グラフと折れ線グラフがいっしょにかいてあるグラフをいくつも探そうとする。
	2つのグラフについて，変化の様子を筋道立てて考えようとする。
	2つのグラフについて，変化の様子を関連づけてよみとることができる。
	2つのグラフについて，変化の様子を関連づけてよみとることを理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりから棒グラフと折れ線グラフがいっしょにかいてあるグラフを探そうとする。
	折れ線グラフについて，変化の様子を考えようとする。
	2つのグラフについて，変化の様子をそれぞれよみとることができる。
	2つのグラフについて，変化の様子をそれぞれよみとることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	5

角

と

そ

の

大

き

さ
	①いろいろな大きさの角
	Ａ
	扇づくりを通して角の大きさに関心を持ち，角に着目して身近にある図形をとらえようとする。
	扇をいろいろに開いてできる角について，気づいたことを角の概念をふまえて考えることができる。
	扇を直角の大きさを基に開くことができ，気づいたことを説明することができる。
	扇の開き具合について直角をもとにして豊かな感覚でいろいろ説明することができる。

	
	
	Ｂ
	扇づくりを通して角の大きさに関心を持ち，回転できる形として角に着目してとらえようとする。
	扇をいろいろに開いてできる角について，表し方を考えることができる。
	扇を直角の大きさを基に開くことができる。
	扇の開き具合が直角のいくつ分ぐらいかを指摘することができる。

	
	②角のはかり方とかき方
	Ａ
	角の大きさに関心をもち，角の大きさに着目して身近にある図形をとらえようとする。
	180°より大きな角の測り方を工夫している。
	角の測定ときめられた角の作図を手際よくすることができる。
	角の単位や測定の仕方とその意味も理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさに関心をもち，身近にある図形の角度を進んではかろうとする。
	180°より大きな角の測り方を考えている。
	角の測定ときめられた角の作図をすることができる。
	角の単位と測定の仕方について理解している。

	
	③三角じょうぎの角
	Ａ
	三角定規の角について関心をもち，一組の三角定規でできるいろいろな角の大きさを工夫してつくろうとする。
	一組の三角定規を使っていろいろな大きさの角を筋道立てて考えることができる。
	一組の三角定規でできるいろいろな角の大きさを作ることができる。
	一組の三角定規の角の大きさとそれを使った角度のつくり方を理解している。

	
	
	Ｂ
	三角定規の角について関心をもち，一組の三角定規でできるいろいろな角をつくろうとする。
	一組の三角定規を使っていろいろな大きさの角を考えることができる。
	一組の三角定規でできるいろいろな角の大きさを求めることができる。
	一組の三角定規の角の大きさを知っている。

	
	ステップ
	Ａ
	角の大きさに着目することに関心をもち，進んで問題に取り組み，解決方法を説明しようとする。
	どのピエロが同じか，根拠をもって考えることができる。
	角の大きさを手際よく測定して同じピエロを探すことができる。
	同じピエロを探すためには分度器で角度を測って比べられる方法がなぜよいのかを理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさに着目することに関心をもち，進んで問題に取り組もうとする。
	どのピエロが同じか，考えることができる。
	角の大きさを測定してピエロを探すことができる。
	同じピエロを探すためには分度器で角度を測って比べればよいことを理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	時計の針が作る角度で，1回転以上のものについて数字をいろいろと変えて問題を作ろうとする。
	針がどれだけ回っても，何回転とどれだけという考えで角度の表し方を筋道立てて考えることができる。
	時計の針が2回転以上回った場合の角の大きさを表すことができる。
	針がどれだけ回っても，何回転とどれだけという考えで角度を求めることを理解している。

	
	
	Ｂ
	時計の針が作る角度で，1回転以上のものについての問題に進んで取り組もうとする。
	針がどれだけ回っても，何回転とどれだけという考えで角度の表し方を考えることができる。
	時計の針が1回転とどれだけ回ったかで角の大きさを表すことができる。
	1回転(360°)以上の角があるということを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★

垂直・

平行と四角形
	①垂直と平行
	Ａ
	2直線の交わり方に関心をもち，身のまわりの事象から，垂直や平行の関係を調べようとする。
	紙を折ったり，観察したりして，垂直や平行の関係と，その活用を考えることができる。
	紙を折ったり，観察したりして，垂直や平行の関係を調べ，自分の考えを説明できる。
	2直線の交わり方について，垂直と平行の関係を理解し，2直線の関係を平行・垂直とそうでないものに分類できる。

	
	
	Ｂ
	2直線の交わり方に関心をもち，垂直や平行の関係を調べようとする。
	紙を折ったり，観察したりして，垂直や平行の関係を考えることができる。
	紙を折ったり観察したりして，垂直や平行の関係を調べることができる。
	2直線の交わり方について，垂直と平行の関係を理解している。

	
	②垂直や平行な直線のかき方
	Ａ
	身のまわりにある垂直や平行な直線を積極的にみつけようとする。
	1組の三角定規を使って，任意の用紙に長方形や正方形をかく仕方を考えることができる。
	1組の三角定規を使って，任意の用紙に垂直や平行な2直線を的確にかくことができる。
	1組の三角定規や方眼紙を使った垂直や平行な2直線のかき方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりには垂直や平行な直線が使われていることに気づき，それらをみつけ出そうとする。
	垂直や平行な2直線のかき方を活用して，長方形や正方形のかき方を考えることができる。
	1組の三角定規や方眼紙を使って，垂直や平行な2直線や長方形，正方形をかくことができる。
	1組の三角定規や方眼紙を使った垂直や平行な2直線のかき方を理解している。

	
	③四角形
	Ａ
	辺や角の相等関係，平行・垂直関係に着目して基本的な四角形のかき方を考えようとする。
	辺や角の相等関係，平行・垂直関係などに着目し，様々な四角形の性質を考えることができる。
	対角線を使って基本的な四角形を決定し，作図することができる。
	平行四辺形，ひし形のかき方やそれらの性質について対角線と関連させて理解している。

	
	
	Ｂ
	辺や角の相等関係，平行・垂直関係に着目して，基本的な四角形について調べようとする。
	辺や角の相等関係，平行・垂直関係に着目して四角形の性質を考えることができる。
	平行四辺形，ひし形をつくったり，かいたり対角線をひいたりすることができる。
	平行四辺形，ひし形のかき方やそれらの性質について理解している。

	6

小

数
	①はしたの大きさの表し方
	Ａ
	身のまわりで小数がどんなところで使われているか，みつけようとする。
	端数部分の大きさの表し方を筋道立てて考えようとする。
	いろいろな量を小数第1位までの小数で確実に表すことができる。
	小数，小数点，小数第1位，整数の用語や小数の意味をきちんと理解している。

	
	
	Ｂ
	端数部分の大きさを表すことのよさに気づき，進んで生活に生かそうとする。
	端数部分の大きさの表し方を考えようとする。
	いろいろな量を小数第1位までの小数で表すことができる。
	小数，小数点，小数第1位，整数の用語や小数の意味を理解している。

	
	②小数の大きさ
	Ａ
	数直線のよさに気づき，小数の系列や大小に生かそうとする。
	数直線を用いて，小数の系列，大小を0.1を単位として筋道立てて考えることができる。
	数直線を用いて，小数の系列，大小を0.1を単位として手際よく相対的に表現できる。
	小数の系列，大小，相対的な見方をきちんと理解している。

	
	
	Ｂ
	数直線で小数を表すことに興味を持ち，進んで問題に取り組もうとする。
	数直線を用いて，小数の系列，大小を0.1を単位として考えることができる。
	数直線を用いて，小数の系列，大小を0.1を単位として相対的に表現できる。
	小数の系列，大小，相対的な見方を理解している。

	
	③小数のたし算・ひき算
	Ａ
	小数の加減の計算を，整数の場合と同じように考えようとする。
	小数の加減計算について，整数の加減と同じように筋道立てて考えることができる。
	小数第1位までの小数の加減計算が暗算や筆算で確実にできる。
	小数第1位までの小数の加減計算の仕方とその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の加減の計算に興味をもち，進んで問題に取り組もうとする。
	小数第1位までの小数の加減計算の仕方を考えることができる。
	小数第1位までの小数の加減計算が暗算や筆算でできる。
	小数第1位までの小数の加減計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ステップ
	Ａ
	小数の色塗りや魔方陣に関心をもち，やり方を説明しようとする。
	魔方陣を完成させるためにそのしくみについても考えようとする。
	小数の大きさを，0.1を単位として手際よく小数のかけ算ができる。
	小数第1位までの小数の加減計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の色塗りや魔方陣に関心をもち，進んで問題に取り組もうとする。
	魔方陣を完成させるために自分なりに考えようとする。
	小数の大きさを，0.1を単位として数直線や図にかき入れることができる。
	小数第1位までの小数の加減計算の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	2つのコップを使えばいろいろな水の量を測りとれることのよさに気づく。
	2つのコップを使って，きめられた量の水の測り方を筋道立てて考えることができる。
	2つのコップを使って，きめられたいろいろな水の量をいくつも測りとることができる。
	0.5±0.2の計算を使って，きめられた水の量の測りとる仕方とその意味を理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで2つのコップを使って，きめられた水の量を測りとろうとする。
	2つのコップを使って，きめられた量の水の測り方を考えることができる。
	2つのコップを使って，きめられた水の量を測りとることができる。
	0.5±0.2の計算を使って，きめられた水の量の測り方を理解している。

	何

倍

に

な

る

の

か

な
	
	Ａ
	変量を使うことのよさを感じ，進んで取り組もうとする。
	3要素2段階の逆思考の数量の関係を適切にとらえ，何倍になるかを筋道立てて考えることができる。
	3要素2段階の逆思考の問題を，変量に着目し，何倍になるかを考えて手際よく解くことができる。
	3要素2段階の逆思考の問題を，変量に着目し，何倍になるかで考えられることを理解している。

	
	
	Ｂ
	変量を使った問題に進んで取り組もうとする。
	3要素2段階の逆思考の数量の関係をとらえ，何倍になるかを考えることができる。
	3要素2段階の逆思考の問題を，変量に着目し，何倍になるかを考えて解くことができる。
	3要素2段階の逆思考の問題を，変量に着目し，何倍になるかを理解している。

	７
面積
	①面積
	Ａ
	面積を数値化する便利さに気づき，長方形，正方形の面積の表し方を考えて活用しようとする。
	単位となる大きさを基にして長方形，正方形の面積の公式を筋道立てて考えることができる。
	長方形，正方形について自分で必要な辺の長さを測るなどして，面積を計算で確実に求めることができる。
	面積を基になる大きさ(単位)の幾つ分で表すことや長方形，正方形の面積の公式をその意味とともに理解している。

	
	
	Ｂ
	面積を数値化することに関心を持ち，長方形，正方形の面積の表し方を考えようとする。
	教科書に書いてあることに沿って長方形，正方形の面積の公式を考えることができる。
	長方形，正方形について，面積を公式で求めることができる。
	面積を基になる大きさ(単位)の幾つ分で表すことや長方形，正方形の面積の公式を理解している。

	
	②大きな面積
	Ａ
	身のまわりの大きな面積について調べたり，新聞紙で1ｍ2の面積をつくろうとする。
	ｍ2，km2，ａ，haなどの大きな面積の単位について調べ，それらの関係を説明することができる。
	ｍ２，km２，ａ，haの単位で表される大きな面積を確実に求めることができる。
	ｍ２，km２，ａ，haの単位で表される大きな面積の求め方とそれらの関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりの大きな面積について調べようとする。
	ｍ2，km2，ａ，haなどの大きな面積の単位の関係を見出すことができる。
	ｍ２，km２，ａ，haの単位で表される大きな面積を求めることができる。
	ｍ２，km２，ａ，haの単位で表される大きな面積の求め方を理解している。

	
	③面積のもとめ方のくふう
	Ａ
	複雑な図形の面積を求めることに関心を持ち，長方形や正方形に分割して求めようとする。
	複雑な図形の面積のいろいろな求め方をいくつか工夫して考えることができる。
	Ｌ字型などの複雑な図形の面積をいろいろな方法で求めることができる。
	Ｌ字型などの複雑な図形の面積を分割して求めるいろいろなやり方を理解している。

	
	
	Ｂ
	複雑な図形の面積を長方形や正方形に分割して求めようとする。
	複雑な図形の面積の求め方を工夫して考えることができる。
	Ｌ字型などの複雑な図形の面積を分割して求めることができる。
	Ｌ字型などの複雑な図形の面積を分割して求めることを理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ステップ
	Ａ
	面積を求めることに関心を持ち，進んで問題に取り組み，求め方を説明しようとする。
	単位面積の個数や縦と横の長さなど，適切な方法で面積を求め，それを説明することができる。
	面積を計算で早く正確に求めることができる。
	長方形，正方形の面積の公式を，面積を単位の個数で表すことと結びつけて理解している。

	
	
	Ｂ
	面積を求めることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとする。
	単位面積の個数や縦と横の長さなど，適切な方法で面積を求めることができる。
	面積を計算で求めることができる。
	面積を単位のいくつ分で表すことや長方形，正方形の面積の公式を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	身のまわりのいろいろな形について，進んで面積を求め，求め方を説明しようとする。
	いろいろな図形の面積を，単位面積を基に筋道立てて考えることができる。
	正方形の半分の形を基にいろいろな形の面積をいくつも求めることができる
	面積は単位面積の幾つ分かで求められることをきちんと理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりのいろいろな形について，進んで面積を求めようとする。
	いろいろな図形の面積を，1㎠を基に考えることができる。
	正方形の半分の形を基にいろいろな形の面積を求めることができる。
	面積は単位面積の幾つ分かで求められることを理解している。

	みらいへのつばさ
	電卓を使って計算できるかな
	Ａ
	電卓を用いて，8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算を，数字を変えて，いろいろしようとする。
	電卓を用いて行う8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算の仕方について，工夫して考えることができる。
	8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算を，いろいろと数字を変えて電卓で処理できる。
	電卓を用いて行う8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算の計算の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	電卓を用いて，8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算をしようとする。
	電卓を用いて行う8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算の仕方について考えることができる。
	8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算を，電卓で処理できる。
	電卓を用いて行う8けたをこえる大きな数のたし算やかけ算の計算の仕方について，適当な位で区切って理解している。

	
	ふしぎな輪
	Ａ
	不思議な輪を作ることを通して，疑問をもったり，自分なりの発見をすることができる。
	いろいろな場合のときに，どんな形ができるか予想することができる。
	いろいろな場合を考えて不思議な輪を作ることができる。
	いろいろな輪を使ってできる不思議な輪の作り方とそれぞれのできあがる形について理解している。

	
	
	Ｂ
	不思議な輪に興味を持ち，進んで取り組もうとする。
	同じ大きさの輪を2つ使ったときに，どんな形ができるか予想することができる。
	輪の大きさを変えて不思議な輪を作ることができる。
	2つの同じ大きさの輪を使ってできる不思議な輪の作り方とできあがる形について理解している。

	8

三角形
	①二等辺三角形と正三角形
	Ａ
	コンパスを使って，辺の長さに着目して，二等辺三角形や正三角形をみつけ，説明しようとする。
	いろいろな三角形を見て，二等辺三角形や正三角形の弁別について整理して考えることができる。
	コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を手際よく作図することができる。
	三角形を観察したり構成したりする活動を通して，二等辺三角形と正三角形の辺についての相等関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	コンパスを使って，辺の長さに着目して，二等辺三角形や正三角形をみつけようとする。
	いろいろな三角形を見て，二等辺三角形や正三角形の弁別について考えることができる。
	コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
	三角形を観察したり構成したりする活動を通して，二等辺三角形や正三角形の定義を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	②二等辺三角形と正三角形の角
	Ａ
	角の大きさに関心を持ち，角の大きさに着目して，身近にある図形をとらえようとする。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさを，紙を折ったりして比べ，筋道立てて考えることができる。
	分度器を使って，二等辺三角形や正三角形を手際よく作図することができる。
	三角形の角の大きさを比べる活動を通して，二等辺三角形や正三角形の角についての相等関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	角の大きさに関心を持ち，角の大きさに着目して，いろいろな二等辺三角形と正三角形の角を確かめようとする。
	二等辺三角形や正三角形の角の大きさを，紙を折ったりして考えることができる。
	分度器を使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
	三角形の角の大きさを比べる活動を通して，二等辺三角形や正三角形の性質について理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	いろいろな三角形の中から，二等辺三角形や正三角形を弁別する活動に関心を持ち，進んで問題に取り組み，自分のやり方を説明しようとする。
	いろいろな三角形を見て，二等辺三角形や正三角形の弁別について整理して考えることができる。
	コンパスや分度器を使って，二等辺三角形や正三角形を手際よく作図することができる。
	いろいろな三角形の中から，二等辺三角形や正三角形を弁別する活動を通して，二等辺三角形と正三角形の相互関係を理解している。

	
	
	Ｂ
	いろいろな三角形の中から，二等辺三角形や正三角形を弁別する活動に関心を持ち，進んで問題に取り組むことができる。
	いろいろな三角形を見て，二等辺三角形や正三角形の弁別について考えることができる。
	コンパスや分度器を使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
	いろいろな三角形の中から，二等辺三角形や正三角形を弁別する活動を通して，二等辺三角形や正三角形の定義や性質を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	いろいろな正三角形をみつける活動に関心を持ち，進んで問題に取り組み，やり方を説明しようとする。
	大きさ別に筋道立てて正三角形のみつけ方を考え，その並び方から規則性を考えることができる。
	いろいろな正三角形をみつけることが手際よくできる。
	いろいろな正三角形をみつける活動を通して，図形についての豊かな感覚を身につけている。

	
	
	Ｂ
	いろいろな正三角形をみつける活動に関心を持ち，進んで問題に取り組むことができる。
	大きさ別に正三角形のみつけ方を考えることができる。
	いろいろな正三角形をみつけることができる。
	いろいろな正三角形をみつける活動を通して，図形についての感覚を身につけている。

	式

と

計

算

の

じ

ゅ

ん

じ

ょ
	
	Ａ
	いろいろな関係や事柄を四則の混合した式や(　)を用いた式に表そうとする。
	四則の混合した式や(　)を用いた式について，計算のきまりを考えたり，説明することができる。
	四則の混合した式や(　)を用いた式について，計算のきまりに則って確実に計算することができる。
	四則の混合した式や(　)を用いた式について，計算のきまりを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	四則の混合した式や(　)を用いた式に関心をもち，それらをよもうとする。
	四則の混合した式や(　)を用いた式について，計算のきまりを考えることができる。
	四則の混合した式や(　)を用いた式について，計算のきまりに則って計算することができる。
	四則の混合した式や(　)を用いた式について，計算のきまりを理解している。

	9

およその数
	
	Ａ
	概数のよさに気づき，目的に応じて概数を用いようとする。
	数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考え，説明することができる。
	大きな数の計算を概数で処理したり，概数の範囲を以上，以下，未満を使って表し，説明することができる。
	概数，四捨五入，以上，以下，未満の意味とその使い方を理解している。

	
	
	Ｂ
	概数に関心を持ち，目的に応じて概数を用いようとする。
	数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考えることができる。
	大きな数の計算を概数で処理したり，概数の範囲を以上，以下，未満を使って表すことができる。
	概数，四捨五入，以上，以下，未満の意味を理解している。

	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	ステップ
	Ａ
	概数についてのいろいろな問題に関心を持ち，進んで問題に取り組み，仕方を説明しようとする。
	概数や四捨五入の処理の仕方を筋道立てて考えることができる。
	概数や四捨五入で確実に処理することができる。
	概数と四捨五入の処理の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	概数についてのいろいろな問題に関心を持ち，進んで問題に取り組むことができる。
	概数や四捨五入で処理の仕方を考えることができる。
	概数や四捨五入で処理することができる。
	概数と四捨五入の処理の仕方を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	がい数新聞づくりに関心を持ち，概数のよさを感じて進んで取り組むことができる。
	自分で選んだ題材の中で目的に応じて概数の処理の仕方を考えることができる。
	概数や四捨五入で確実に処理することができる。
	概数と四捨五入の処理の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	がい数新聞づくりに関心を持ち，進んで取り組むことができる。
	自分で選んだ題材の中で概数の処理の仕方を考えることができる。
	概数や四捨五入で処理することができる。
	概数と四捨五入の処理の仕方を理解している。

	もとの数はいくつ
	
	Ａ
	順に戻して考えることのよさに気づき，進んで問題に取り組もうとする。
	要素間の関係を的確にとらえ，順に戻して筋道立てて考えることができる。
	3要素2段階の問題を，順にもどして考えて手際よく解くことができる。
	3要素2段階の問題を，順にもどして考えて解く方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	順に戻して考えることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとする。
	要素間の関係を的確にとらえ，順に戻して考えることができる。
	3要素2段階の問題を，順にもどして考えて解くことができる。
	3要素2段階の問題を，順にもどして考えて解く方法を理解している。

	何

十

で

わ

る

わ

り

算
	
	Ａ
	おかねの操作などを用いて，基礎的な計算を暗算で行い，そのやり方を説明しようとする。
	既習の計算方法を基にして，÷(何十)の計算を筋道立てて考えることができる。
	(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)で，商が1桁のわり算の暗算が確実にできる。
	(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)で，商が1桁のわり算の暗算の仕方を，その意味とともに十分理解している。

	
	
	Ｂ
	おかねの操作などを用いて，基礎的な計算を暗算で行おうとする。
	既習の計算方法を基にして，÷(何十)の計算を考えることができる。
	(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)で，商が1桁のわり算の暗算ができる。
	(何十)÷(何十)，(何百何十)÷(何十)で，商が1桁のわり算の暗算の仕方を理解している。
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2

け

た

で

わ

る

わ

り

算

の

筆

算
	①わり算の筆算
	Ａ
	÷(何十)の計算との関連で÷(2桁)の計算の仕方を考えようとする。
	除数が1桁の計算を基にして，除数が2桁へと類推して考えることができる。
	(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算が確実にできる。
	(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	進んで÷(2桁)の計算の仕方を考えようとする。
	自分なりの考え方で÷(2桁)の計算の仕方を考えることができる。
	(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算ができる。
	(2桁)÷(2桁)や(3桁)÷(2桁)で商が1桁になる筆算の仕方を理解している。

	
	②商が2けたになる筆算
	Ａ
	商が1桁になる計算を基にして，商が2桁のときへと類推して考えようとする。
	商が1桁になる計算を基にして，商が2桁へと類推して考えることができる。
	(3桁)÷(2桁)で，商が2桁になる筆算が確実にできる。
	(3桁)÷(2桁)で商が2桁になる筆算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	自分なりの考え方で商が2桁になる計算の仕方を考えようとする。
	自分なりの考え方で商が2桁になる計算の仕方を考えることができる。
	(3桁)÷(2桁)で，商が2桁になる筆算ができる。
	(3桁)÷(2桁)で商が2桁になる筆算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	③わり算のせいしつ
	Ａ
	既習のわり算を基にしてわり算の性質に気づき，大きな数のわり算に活用しようとする。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算を筋道立てて考えることができる。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算の答えを確実に求めることができる。
	除数と被除数の両方に同じ数をかけても，同じ数でわっても，商は変わらないことを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	既習のわり算を基にしてわり算の性質を考えようとする。
	わり算の性質を使って，大きな数のわり算を考えることができる。
	0を同じ数ずつ取るなどの方法で，大きな数のわり算の答えを求めることができる。
	除数と被除数の両方とも0をとっても商は変わらないことを知っている。

	
	④電たくを使ったわり算
	Ａ
	身のまわりの大きな数のわり算を電卓のよさを感じて処理しようとする。
	身のまわりの場面で目的に応じてどのような計算をすればよいかを筋道立てて考え，判断することができる。
	電卓を使って大きな数のわり算をし，手際よく答えを確かめることができる。
	電卓を使って大きな数のわり算ができ，答えを概数で表したり，確かめたりすることを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	身のまわりの大きな数のわり算を電卓で処理しようとする。
	身のまわりの場面で目的に応じてどのような計算をすればよいかを判断できる。
	電卓を使って大きな数のわり算をし，答えを確かめることができる。
	電卓を使って大きな数のわり算ができ，答えを概数で表したり，確かめたりすることを理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	わり算の筆算の問題に進んで取り組み，自分のやり方を説明しようとする。
	÷(2桁)の筆算の仕方を考えたり，説明することができる。
	÷(2桁)の筆算が確実にできる。
	÷(2桁)の筆算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	わり算の筆算の問題に進んで取り組むことができる。
	÷(2桁)の筆算の仕方を考えることができる。
	÷(2桁)の筆算ができる。
	÷(2桁)の筆算の方法を知っている。

	
	ジャンプ
	Ａ
	電卓を使ったあまりのあるわり算のやり方を自分なりに考えようとする。
	電卓を使ったあまりのあるわり算の商の意味を考えて計算の仕方を考えることができる。
	電卓を使って，あまりのあるわり算の計算が確実にできる。
	電卓を使ったあまりのあるわり算の計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	電卓を使ったあまりのあるわり算の問題に進んで取り組もうとする。
	電卓を使ったあまりのあるわり算の計算の仕方を考えることができる。
	電卓を使ったあまりのあるわり算ができる。
	電卓を使ったあまりのあるわり算の計算の仕方を理解している。

	★

小数×整数

小数÷整数
	①小数のかけ算
	Ａ
	既習のかけ算の意味に基づいて，進んで小数のかけ算の仕方を考えようとする。
	(1/10の位までの小数)×(整数)の計算も0.1がいくつと考えれば，整数と同じように計算できることを説明できる。
	(1/10の位までの小数)×(整数)の意味を理解し，確実に計算ができる。
	(1/10の位までの小数)×(整数)の計算の仕方とそれが使われる場面を理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の計算も整数の計算と同じようにできることに気づき，0.1の個数に着目して計算しようとする。
	(1/10の位までの小数)×(整数)の計算を，0.1の個数に着目して，整数に直して考えることができる。
	(1/10の位までの小数)×(整数)の意味を理解し，その計算ができる。
	(1/10の位までの小数)×(整数)の計算の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	
	②小数のわり算
	Ａ
	既習のわり算の意味に基づいて，進んで小数のわり算の仕方を考えようとする。
	(1/10の位までの小数)÷(整数)の計算も0.1がいくつと考えれば，整数と同じように計算できることを説明できる。
	(1/10の位までの小数)÷(整数)の意味を理解し，確実に計算ができる。
	(1/10の位までの小数)÷(整数)の計算の仕方とそれが使われる場面を理解している。

	
	
	Ｂ
	小数の計算も整数の計算と同じようにできることに気づき，0.1の個数に着目して計算しようとする。
	(1/10の位までの小数)÷(整数)の計算を，0.1の個数に着目して，整数に直して考えることができる。
	(1/10の位までの小数)÷(整数)の意味を理解し，その計算ができる。
	(1/10の位までの小数)÷(整数)の計算の仕方を理解している。
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調べ方と整理のしかた
	
	Ａ
	身近な事象を2つの観点から整理するよさに気づき，2次元の表に表すなど進んで生活に生かそうとする。
	資料を2つの観点から分類・整理して表に表すことを筋道立てて考えることができる。
	落ちや重なりがないように資料を集めたり，分類・整理したりすることが手際よくできる。
	落ちや重なりがないように資料を集めたり，分類・整理したりする方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象を2つの観点から整理することに関心を持ち，2次元の表に表すなど進んで生活に生かそうとする。
	資料を2つの観点から分類・整理して表に表すことを筋道立てて考えることができる。
	落ちや重なりがないように資料を集めたり，分類・整理したりすることができる。
	資料を分類・整理したりする方法を理解している。

	
	ステップ
	Ａ
	身近な事象を2次元の表に表す問題に進んで取り組み、自分のやり方を説明しようとする。
	資料を2つの観点から分類・整理して表に表す仕方を筋道立てて考え，説明することができる。
	落ちや重なりがないように資料を集めたり，分類・整理したりすることが手際よくできる。
	落ちや重なりがないように資料を集めたり，分類・整理したりする方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象を2次元の表に表す問題に進んで取り組むことができる。
	資料を2つの観点から分類・整理して表に表す仕方を筋道立てて考えることができる。
	落ちや重なりがないように資料を集めたり，分類・整理したりすることができる。
	資料を分類・整理したりする方法を理解している。

	
	ジャンプ
	Ａ
	不完全な表を完成させることに進んで取り組み，自分のやり方を説明しようとする。
	情報不足の場面で必要な情報が何かを筋道立てて考えることができる。
	情報不足の場面で必要な情報を考え，仲間分けの表を手際よくつくることができる。
	仲間分けの表のしくみを十分理解している。

	
	
	Ｂ
	不完全な表を完成させることに進んで取り組もうとする。
	情報不足の場面で必要な情報が何かを考えることができる。
	情報不足の場面で必要な情報を考え，仲間分けの表をつくることができる。
	仲間分けの表のしくみで，どういう計算をすればどの項目の数字が出るのかを理解している。

	計算の見積もり
	
	Ａ
	身のまわりから，進んで概数を使った見積もりを行おうとする。
	目的に応じて，効率的な概数の取り方を考え，説明することができる。
	計算の見積もりの必要性に気づき，的確に行うことができる。
	計算の見積もりの仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	目的に応じて，概数を使って見積もるよさに気づく。
	目的に応じて概数の取り方を考えることができる。
	計算の見積もりを的確に行うことができる。
	計算の見積もりの仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	変わり方
	
	Ａ
	伴って変わる2つの数量について，式やグラフに表すよさを感じて考察しようとする。
	具体的な場面で，対応する数量に着目して変化の様子をとらえ，きまりをみつけ，変化の様子を考えたり，説明することができる。
	数量の関係を表や折れ線グラフに表して変化の様子を調べ，きまりをみつけることができる。
	伴って変わる2つの数量の関係を調べるのに，表や折れ線グラフのそれぞれの特徴を知り，その表し方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	伴って変わる2つの数量について，対応する数量を考えたり，値の組を表に表したりしようとする。
	具体的な場面で，対応する数量に着目してきまりをみつけ，変化の様子を考えることができる。
	数量の関係を表や折れ線グラフに表して変化の様子を調べることができる。
	伴って変わる2つの数量の関係を調べるのに，表や折れ線グラフで表すとよいことを理解している。
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分数
	①はしたの大きさの表し方
	Ａ
	分数を用いると端数部分の大きさや等分してできる大きさが表せることに気づいて，生活に生かそうとする。
	分数を単位分数のいくつ分で表すということを筋道立てて考えることができる。
	端数部分を表すのに分数を用いることを知り，分数で表すことが確実にできる。
	分数に関わる用語やいろいろな量の分数の表し方について十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数を用いると端数部分の大きさや等分してできる大きさを表そうとする。
	分数を単位分数のいくつ分で表すということを考えることができる。
	端数部分を表すのに分数を用いることを知り，図などを使って分数で表すことができる。
	分数に関わる用語やいろいろな量の分数の表し方について理解している。

	
	②分数の大きさ
	Ａ
	数直線を使って，数の大きさを分数で表すよさに気づき，生活に生かそうとする。
	数直線を使って，数の大きさを分数で表すことを筋道立てて考えることができる。
	分数の大小比較をしたり，違う種類の分数で表したりすることを手際よくできる。
	真分数，仮分数，帯分数の用語や分数の大小の比べ方をその意味とともに十分理解している。

	
	
	Ｂ
	数直線を使って，数の大きさを分数で表すよさに気づく。
	数直線を使って，数の大きさを分数で表すことを考えることができる。
	分数の大小比較をしたり，違う種類の分数で表したりすることができる。
	真分数，仮分数，帯分数の用語や分数の大小の比べ方を知っている。

	
	ステップ
	Ａ
	分数の大小比較の問題に進んで取り組み，自分の仕方を説明しようとする。
	分数の大小比較の仕方を考えたり，説明することができる。
	いろいろな分数の大小比較が確実にできる。
	いろいろな分数の大小比較の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	分数の大小比較の問題に進んで取り組むもうとする。
	分数の大小比較の仕方を考えることができる。
	いろいろな分数の大小比較ができる。
	いろいろな分数の大小比較の方法を知っている。

	
	ジャンプ
	Ａ
	進んで異分母分数の大小比較の仕方を考えようとする。
	数直線を使った異分母分数の大小比較の仕方を考え，説明することができる。
	数直線を使って，効率よく異分母分数の大小比較ができる。
	分数も数直線上に表せることを理解し，異分母分数の大小比較に使えることを理解している。

	
	
	Ｂ
	異分母分数の大小比較をしようとする。
	数直線を使った異分母分数の大小比較の仕方を考えることができる。
	数直線を使って，異分母分数の大小比較ができる。
	数直線を用いた異分母分数の大小比較の仕方を理解している。


	単元
	小　単　元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	表現・処理
	知識・理解

	★
直方体と立方体
	①直方体と立方体
	Ａ
	観察や構成などを通して，直方体や立方体に関心をもち，自分から進んで調べようとする。
	構成要素の個数や面の形などの観点から直方体や立方体の特徴を筋道立てて考えることができる。
	見取図や展開図をよみとったり，かいたりして直方体や立方体をつくることができる。
	直方体や立方体の概念及びそれらの見取図や展開図のかき方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	直方体や立方体を観察したり構成したりして，その特徴をとらえようとする。
	構成要素の個数や面の形などの観点から直方体や立方体の特徴を考えることができる。
	見取図や展開図をかき，直方体や立方体をつくることができる。
	直方体や立方体の概念及びそれらの見取図や展開図のかき方を理解している。

	
	②面や辺の平行と垂直
	Ａ
	直方体や立方体について，自ら進んで面や辺の平行・垂直を調べようとする。
	面や辺の平行，垂直関係の観点から直方体や立方体の特徴を考え，説明することができる。
	直方体や立方体について面や辺の平行や垂直の関係を調べ，表現することができる。
	直方体や立方体の面や辺の平行，垂直関係について確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	直方体や立方体について面や辺の平行・垂直を調べようとする。
	面や辺の平行，垂直関係の観点から，直方体や立方体の特徴を考えることができる。
	直方体や立方体について面や辺の平行や垂直の関係を調べることができる。
	直方体や立方体の面や辺の平行，垂直関係について理解している。

	そろばん
	
	Ａ
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算を進んでしようとする。
	小数や大きな数の計算も定位点をずらせば，これまでとまったく同じであることを説明できる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算が確実にできる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算の仕方を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算をしようとする。
	小数や大きな数の計算も定位点をずらせば，これまでと同じであると考えることができる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算ができる。
	そろばんを用いた小数や大きな数の計算の仕方を理解している。

	み

ら

い

へ

の

つ

ば

さ
	②面や辺の平行と垂直
	Ａ
	身近な事象と算数との関わりに気づき，写真や絵を見ていろいろな問題を作ろうとする。
	既習内容を基に各領域にわたり，筋道立てて考えることができる。
	いろいろな問題を，既習したことを用いて確実に解決することができる。
	既習事項を用いて問題を解決する方法を十分理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な事象と算数との関わりに気づき，進んで問題を解決しようとする。
	身近な事象と算数との関わりについて，問題をみつけて考えることができる。
	いろいろな問題を，既習したことを用いて解決することができる。
	既習事項を用いて問題を解決する方法を理解している。

	
	マンホールのふたはなぜまるい？
	Ａ
	ルーローの三角形に興味を持ち，進んでその性質を調べようとする。
	マンホールのふたについて，円の性質やルーローの三角形の性質から考えることができる。　　　　　　　　　　　
	ルーローの三角形の性質を調べることができる。
	円やルーローの三角形がどうしてあなに落ちないかを理解している。

	
	
	Ｂ
	ルーローの三角形に興味を持ち，進んで問題に取り組むことができる。
	マンホールのふたについて，円や四角形を実際に切り抜いてあなに落ちるかどうかを確かめて考えることができる。
	ルーローの三角形をかくことができる。
	円やルーローの三角形があなに落ちないということを理解している。
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